
 

 
令和 5 年 10 月 13 日 

北 陸 地 方 整 備 局 

北 陸 信 越 運 輸 局 

 

 

 

 

国土交通省北陸地方整備局では、国が管理する道路において、積雪に伴う大規模な立往

生が発生し、滞留車両の開放に長時間を要すると見込まれる場合を想定し、乗員保護活動

訓練を実施します。 

なお、本訓練では、新潟県妙高市の一般国道１８号において数百台以上の車両滞留が発

生し、開放に２４時間以上要するとの想定で、北陸地方整備局(会場)において乗員保護活

動に必要な情報収集・伝達・共有及び関係機関との連携について確認を行うとともに、現

地での円滑な乗員保護活動の習熟を図ることを目的としております。 
 

 

 

● 日 時： 令和５年１０月１７日（火） １３：３０～１６：００ 

● 会 場： ・北陸地方整備局 災害対策室（４階）（別紙２参照） 

        ・北陸地方整備局 駐車場 

（新潟市中央区美咲町１－１－１ 美咲合同庁舎１号館） 

        ・北陸信越運輸局 地方交通審議会室（４階） 

（新潟市中央区美咲町１－２－１ 美咲合同庁舎２号館） 

● 内 容：詳細は別紙１のとおり 

● 取材について：訓練中の撮影・取材は可能 

● その他：当日災害体制をとる必要が生じた場合には、本訓練は中止します。 

【同時発表記者クラブ】 【取り扱い】 本発表を以て解禁 

新潟県政記者クラブ 

新県政記者クラブ 

その他専門紙 

【問い合わせ先】 

■国土交通省 北陸地方整備局 

 防災室長    長谷川 真英（内線２１５１） 

 防災室課長補佐 南 靖彦（内線２１５２） 

電話０２５－２８０－８８３６ ＦＡＸ０２５－３７０－６６９１ 

■国土交通省 北陸信越運輸局 総務部 安全防災・危機管理課  

安全防災・危機管理課長 森田 誠 

電話０２５－２８５－９０００ ＦＡＸ０２５－２８５－９１７０ 

現地調整所で関係機関と乗員保護活動の調整 
令和 4 年 12 月 20 日 （長岡国道事務所） 

滞留車両への支援物資配布 

令和 4 年 12 月 19 日 国道８号（新潟県柏崎市） 



 

別紙１ 
 

１．目 的 

本訓練は、国が管理する道路において、積雪に伴う大規模な立往生が発生し、滞留車両の開

放に長時間を要すると見込まれる場合、車両の乗員保護活動を行うにあたり、発災後の初動対

応手順、情報収集・伝達・共有の体制及び関係機関との連携について確認を行い、災害発生時

における迅速かつ的確な災害対策の実施に資することを目的とする。 

 

２．日 時 

○令和５年１０月１７日（火）１３時３０分から１６時００分 

（訓練スケジュール） 

 ⓪１３時３０分～１３時４０分 訓練概要、大規模車両滞留の発生経緯の説明 

①１３時４０分～１４時００分 乗員保護活動本部設置、TEC-FORCE派遣、協定業者要請 等 

②１４時１０分～１４時２５分 現地調整所での行動計画検討訓練   

③１４時３０分～１５時１５分 乗員情報の確認及び支援物資配布訓練 

（ウェアラブルカメラを活用）  

④１５時２０分～１５時４５分 避難者移送訓練(関係機関との連携)   

   

３．場 所 

○北陸地方整備局 ４F 災害対策室（乗員保護活動本部）：訓練番号 ⓪、① 

○北陸地方整備局 駐車場：訓練番号②、③、④ 

○北陸信越運輸局 ４Ｆ地方交通審議会室（避難所）：訓練番号④ ※詳細は別紙２参照 

 

４．参加者 

○北陸地方整備局（本局、事務所） 

○北陸信越運輸局    ○新潟地方気象台 

○自衛隊新潟地方協力本部 

○新潟県        〇妙高市 

〇東日本高速道路株式会社 

〇(社)新潟県建設業協会 〇(一社)オフロードビークル協会 

〇イオン(株)        

 

５．主な訓練内容 

 (1) 乗員保護活動本部、現地調整所等の開設、TEC-FORCE派遣 

 (2) 現地調整所での行動計画検討（関係機関との合議）、新潟県との自衛隊派遣要請の検討 

 (3) 各種システム（WEB会議システム、ウェアラブルカメラ）を活用した現地映像の配信 

 (4) 関係機関と連携した支援物資（食料・燃料）の調達及び配布（バギーを活用した支援物資配布） 

※妙高市、自衛隊新潟地方協力本部、東日本高速道路株式会社、オフロードビークル協会、イオン(株)と連携 

 (5) 乗員の安否確認及び一時避難希望者の救助（避難希望者の移送） 

※北陸信越運輸局、妙高市、自衛隊新潟地方協力本部と連携 



別紙２ 訓練配置図（北陸地方整備局 駐車場）

乗員保護活動本部
（災害対策室）

※４F 共用会議室も撮影

可能です。

車両滞留場所

現地調整所
（対策本部車）

想定：高田河川国道事務所

現地指揮所
（支援物資集積場所）

（対策本部車）
想定：道の駅 あらい

各拠点の配置

記者席

訓練参加者待機場所

NEXCO巡回車 2台
妙高市車両 １台 支援物資車両（イオン㈱）１台

バギー（一社）オフロードビークル協会） １台

記者 撮影可能エリア

実動訓練 エリア

観覧席

出典：Google Earth

避難所
※４Ｆ地方交通審議会室
も撮影可能です。



 

 

別紙３ 

取 材 申 込 書（ 乗員保護活動訓練 ） 

 

取材を希望する場合は、この様式により下記連絡先までＦＡＸでお申し込み下さい。 

申込みは、１０月１６日（月）１２：００までにお願いします。 

申込み先：北陸地方整備局 防災室あて ＦＡＸ番号：０２５－３７０－６６９１ 

 

 

■取材先（会場） 

□北陸地方整備局４F共用会議室（乗員保護活動本部） 

□北陸地方整備局駐車場（現地調整所） 

□北陸信越運輸局４Ｆ地方交通審議会室 

※□にチェックしてください（両会場チェックでも可） 

■会社名及び部署名 

 

■取材者氏名（全員の氏名を記載願います） 

① （代表者） 

②  

■連絡先（代表者の電話番号：当日連絡が取れる携帯電話番号の記載をお願いします） 

 

 

 


